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大
正
八
年
一
月
一
日 

毎
年
の
例
に
無
く
今
年
は
五
時
に
起
き
出
て
朝
湯
に
飛
び
込
み
身
体
を
清
め
て
上
る
と
漸
く
夜

が
明
け
て
き
て
心
地
よ
く
、
随
て
い
つ
も
よ
り
も
餘
程
早
く
屠
蘇
を
飲
み
、
雑
煮
を
食
っ
て
一

同
と
新
年
を
賀
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
家
内
一
同
も
大
体
に
於
て
無
病
息
災
に
て
年
を
越
し
、

経
済
上
の
状
態
も
最
近
一
年
餘
り
中
々
昇
給
や
ら
割
増
手
当
や
ら
に
て
収
入
の
増
し
た
る
為
に
、

物
価
の
著
し
く
高
騰
せ
る
に
も
拘
ら
ず
昨
年
に
比
し
て
多
少
裕
和
さ
れ
た
る
が
如
し
。
午
前
中

は
、
年
賀
状
な
ど
認
め
午
後
よ
り
近
所
へ
年
賀
に
廻
り
、
例
年
の
例
に
因
り
、
酒
井
家
へ
年
賀

に
至
る
。
今
年
も
年
賀
の
辞
を
交
わ
す
。
其
の
中
珍
ら 

し
く
驤
、
酒
井
家
に
来
た
れ
し
か
ば
一
同
は
加
納
、
岡
田
に
行
き
立
寄
り
て
驤
と
別
れ
弓
町
古

市
氏
宅
に
年
賀
の
辞
を
述
べ
て
帰
宅
。
朝
飲
み
た
る
屠
蘇
一
杯
の
為
か
、
後
頭
部
に
多
少
頭
痛

を
感
ず
。
今
夜
は
時
候
の
近
来
に
な
く
暖
か
り
し
為
か
、
身
体
が
非
常
に
熱
く
汗
を
か
い
た
位

で
あ
る
。
珍
し
く
早
寝
し
た
。 

 

大
正
八
年
一
月
二
日 

昨
夜
来
如
何
に
も
身
体
が
熱
か
っ
た
の
で
若
し
や
と
思
ひ
体
温
を
見
た
と
こ
ろ
、
別
段
熱
が
あ

る
模
様
も
な
け
れ
ば
安
心
し
て
例
の
如
く
水
浴
を
や
る
。
殆
ど
用
な
け
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
年
賀

状
な
ど
認
む
。
午
後
に
な
っ
て
又
近
所
二
三
軒
年
賀
に
行
く
。
頭
痛
は
不
相
変
あ
り
。
屠
蘇
の

酔
に
し
て
は
少
し
ひ
つ
っ
こ
い
と
思
っ
て
居
っ
た
が
、
其
の
上
時
々
悪
寒
あ
り
。
若
し
や
と
思

ひ
体
温
を
見
た
と
こ
ろ
三
十
七
度
五
分
に
し
て
正
し
く
風
邪
に
罹
っ
た
様
子
な
り
。
思
へ
ば
昨

夜
湯
殿
で
一
時
間
程
か
か
っ
て
三
人
の
小
供
を
洗
っ
て
多
少
温
か
い
湯
に
は
い
っ
た
為
で
あ
ろ

う
。
昨
夜
身
体
の
燃
ゆ
る
様
に
感
じ
た
の
も
其
の
為
で
、
之
を
覚
ら
ず
に
外
所
に
出
歩
い
て
居

っ
た
の
を
わ
る
け
れ
ば
、
今
日
測
っ
た
体
温
の
測
り
た
く
な
い
で
あ
っ
た
の
に
も
か
ま
わ
ず
、

水
浴
を
や
っ
た
り
し
た
の
が
結
局
わ
る
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
用
心
の
為
に
早
速
床
を
延
べ
さ

し
て
寝
た
。
寝
る
前
発
汗
剤
と
し
て
弐
年
振
り
か
に
て
玉
子
酒
を
作
っ
て
飲
み
し
も
何
等
の
効

果
な
し
。 

 

大
正
八
年
一
月
三
日 

新
年
始
め
て
の
好
天
気
な
れ
ど
、
床
上
に
あ
る
身
に
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
。
洋
薬
は
副
作

用
の
あ
る
に
依
り
、
多
少
利
目
は
わ
る
く
っ
て
も
漢
薬
の
方
を
や
っ
て
見
よ
う
と
し
て
妙
ふ
り

だ
し
を
求
め
て
来
て
飲
む
。
例
に
依
り
熱
は
あ
っ
て
も
気
分
も
食
欲
も
平
常
通
り
、
唯
頭
痛
が

す
る
の
で
時
々
悪
寒
が
あ
る
の
と
が
違
う
き
り
で
あ
る
。
午
後
に
な
っ
て
小
池
尚
治
、
斎
藤
鉄

両
氏
年
賀
の
為
に
来
訪
。
一
時
間
程
之
が
相
手
に
な
っ
た
為
か
、
熱
は
三
十
八
度
七
八
分
に
上

っ
た
。
明
日
の
御
用
始
め
に
は
是
非
と
も
出
た
い
の
で
大
事
を
と
っ
て
再
び
牀
上
に
横
っ
た
。 

 

大
正
八
年
一
月
四
日 

元
気
は
引
き
続
き
な
か
っ
た
が
気
候
は
中
々
に
寒
く
、
殊
に
風
も
多
少
あ
り
一
時
は
役
所
へ
行

く
の
を
見
合
わ
せ
よ
う
と
思
っ
た
が
何
う
せ
今
日
は
出
て
も
十
一
時
に
会
議
室
に
集
ま
っ
て
挨

拶
が
あ
る
丈
な
の
で
少
し
暖
か
く
な
っ
た
十
時
頃
、
制
服
に
着
替
へ
て
出
掛
け
る
。
此
の
時
の

服
装
は
毛
袍
衣
三
枚
、
毛
皮
チ
ョ
ッ
キ
、
制
服
、
外
套
と
い
う
姿
に
て
生
れ
て
か
ら
始
め
て
の

厚
着
で
、
殆
ど
身
動
き
に
も
苦
し
む
位
で
あ
っ
た
。
十
一
時
会
議
室
で
副
総
裁
の
挨
拶
が
あ
り
、
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一
同
と
年
賀
の
辞
を
交
換
し
て
直
に
帰
宅
し
て
再
び
床
上
に
横
は
る
。
体
温
昨
日
と
同
じ
の
約

三
十
九
度
に
近
し
。
連
日
服
用
の
漢
薬
も
何
等
の
効
果
な
き
に
依
り
、
明
日
瀧
口
医
に
診
察
を

乞
ふ
こ
と
と
す
。 

 

大
正
八
年
一
月
五
日 

朝
、
瀧
口
医
師
来
診
。
粉
薬
の
み
呉
れ
る
。
午
後
、
篠
宮
が
年
賀
に
来
た
の
で
又
一
時
間
程
相
手

に
出
る
。
此
の
時
分
、
気
分
は
中
々
良
く
、
前
日
来
痛
め
る
頭
痛
も
去
り
、
悪
寒
も
な
く
、
体
温

を
測
り
し
に
三
十
七
度
を
示
せ
り
。
矢
張
漢
方
の
薬
は
利
か
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

熱
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
夕
飯
は
起
き
て
普
通
の
食
事
を
採
る
。
こ
の
時
に
体
を
冷
し
た
も
の

か
、
夜
に
な
っ
て
測
り
し
に
亦
も
や
熱
は
上
っ
て
三
十
八
度
を
越
し
た
。
之
で
は
明
日
の
登
庁

は
如
何
の
も
の
か
案
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
。 

 大
正
八
年
一
月
六
日 

今
日
も
不
相
変
頭
痛
は
す
れ
ど
食
欲
は
あ
り
、
熱
は
漸
く
に
増
す
ば
か
り
。
遂
に
遺
憾
な
が
ら

役
所
の
方
は
欠
勤
す
る
こ
と
と
し
た
。
夜
に
入
り
発
熱
三
十
九
度
二
分
に
な
る
。
瀧
口
医
師
は

十
三
日
頃
ま
で
他
出
し
て
帰
ら
ぬ
と
の
こ
と
で
此
儘
放
任
す
る
訳
に
も
行
か
ず
、
誰
か
他
の
確

な
医
師
の
診
断
を
受
け
度
い
と
色
々
考
え
た
末
、
結
局
東
京
鉄
道
病
院
の
副
院
長
井
村
医
学
士

に
来
診
を
乞
ふ
こ
と
に
し
た
。 

 

大
正
八
年
一
月
七
日 

下
の
室
は
騒
々
し
い
為
、
病
床
を
二
階
の
座
敷
に
移
す
。
三
時
頃
、
井
村
学
士
来
診
の
結
果
、
流

行
性
感
冒
に
し
て
既
に
多
少
肺
炎
に
変
じ
て
居
る
の
で
安
静
臥
床
す
る
こ
と
を
要
し
、
尿
便
等
も

蓐
中
に
て
採
る
べ
し
と
の
こ
と
な
り
。
夜
に
な
り
驤
来
訪
時
に
体
温
三
十
九
度
九
分
に
な
る
。
其

ん
な
有
様
で
も
児
ら
と
自
宅
に
て
は
充
分
の
養
生
も
出
来
ず
、
因
て
断
然
明
日
入
院
す
る
こ
と
に

手
配
を
決
め
た
。 

 

大
正
八
年
一
月
八
日 

正
午
過
、
寝
台
車
来
り
し
が
、
病
蓐
に
横
臥
し
た
ま
ま
車
の
中
に
運
び
こ
ま
れ
順
路
一
時
半
許

り
か
か
っ
て
芝
公
園
内
の
鉄
道
病
院
に
到
着
。
其
所
に
て
憺
架
及
足
搬
車
に
移
さ
れ
看
護
婦
多

勢
か
か
り
て
二
階
二
等
室
に
入
院
。
こ
こ
に
は
病
蓐
は
二
箇
あ
れ
ど
一
個
は
空
席
な
の
で
大
に

好
都
合
な
り
。
早
速
依
頼
し
て
置
い
た
附
添
看
護
婦
七
時
に
な
り
て
来
る
。
熱
不
相
変
高
く
殊

に
今
日
は
入
院
の
為
に
身
体
を
動
か
し
た
為
に
多
少
病
状
が
あ
し
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
看

護
婦
と
交
替
で
倫
子
帰
宅
。
夜
に
な
っ
て
父
上
見
舞
い
に
来
る
。 

 

大
正
八
年
一
月
九
日 

熱
は
昨
日
よ
り
は
多
少
下
り
た
れ
ど
三
十
九
度
を
下
ら
ず
。
食
事
は
粥
を
取
り
し
も
、
菜
は
不

消
化
の
も
の
に
非
る
限
り
何
で
も
良
し
と
の
こ
と
で
可
な
り
沢
山
食
う
。
倫
は
朝
食
を
済
ま
し

（
て
）
か
ら
病
院
に
尋
ね
来
り
。
夕
食
後
ま
で
居
っ
て
帰
る
。 

 大
正
八
年
一
月
十
日 

八
九
の
両
日
、
極
め
て
少
量
の
便
通
あ
り
た
る
限
り
な
る
を
以
て
、
今
日
浣
腸
を
し
て
多
量
に

便
通
あ
り
。
気
持
も
大
に
快
く
な
っ
た
。 
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大
正
八
年
一
月
十
一
日 

食
欲
不
相
変
あ
り
。
之
は
何
よ
り
結
構
。
夕
飯
に
は
食
麺
包
を
牛
乳
に
浸
し
て
食
べ
て
見
た
。 

 

大
正
八
年
一
月
十
二
日 

肺
炎
の
方
は
日
増
し
に
軽
快
に
赴
き
つ
つ
あ
れ
ど
熱
は
一
向
に
下
ら
ず
。
夕
飯
麺
包
に
バ
タ
つ

け
て
食
う
。
少
し
味
あ
れ
ど
瓦
斯
の
火
で
焼
く
の
で
一
向
思
っ
た
程
う
ま
く
な
し
。
左
腕
上
膊

に
発
泡
薬
を
塗
布
す
。 

 

大
正
八
年
一
月
十
三
日 

病
状
意
佳
良
な
る
由
な
れ
ど
熱
一
向
に
下
ら
ぬ
為
、
医
師
は
或
は
他
の
病
気
を
併
発
し
居
る
も

の
に
非
ず
や
と
疑
ひ
、
速
く
も
研
究
中
な
り
。
今
日
浣
腸
に
依
り
て
便
通
あ
り
。
昨
日
の
発
泡

剤
に
依
り
局
部
発
泡
し
危
局
に
之
あ
り
皮
膚
に
浸
出
せ
る
液
を
試
験
管
に
取
っ
て
行
く
。
之
に

て
チ
ブ
ス
病
名
を
解
け
る
為
な
る
べ
し
。 

 

大
正
八
年
一
月
十
四
日 

医
長
の
回
診
あ
り
。
肺
炎
は
略
快
癒
し
た
る
由
に
付
き
胸
部
の
湿
布
を
除
く
。 

 大
正
八
年
一
月
十
五
日 

今
日
は
今
ま
で
の
主
治
医
の
代
り
に
他
の
一
医
員
来
診
。
余
を
見
て
東
京
大
学
の
在
学
中
一
緒

に
テ
ニ
ス
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
て
良
く
自
分
を
見
知
っ
て
る
様
な
。
余
は
速
く
に
其
の
誰

な
る
や
を
思
ひ
出
そ
う
と
し
た
が
、
何
し
て
も
解
ら
な
い
。
其
の
診
察
の
結
果
に
依
っ
て
多
少

チ
ブ
ス
の
疑
が
あ
る
の
で
、
午
後
に
な
り
急
に
病
室
を
階
下
の
隔
離
室
に
変
更
し
た
。
こ
の
室

は
狭
け
れ
ど
前
の
室
に
比
べ
て
返
っ
て
閑
静
な
り
。
夜
、
酒
井
谷
平
が
見
舞
に
来
る
。
夕
方
よ

り
水
薬
少
し
く
変
り
、
解
熱
剤
た
る
丸
薬
は
廃
せ
ら
れ
た
。
三
十
八
回
の
誕
生
日
に
当
れ
ど
、

こ
ん
な
有
様
に
て
何
の
微
意
も
な
し
。 

 大
正
八
年
一
月
十
六
日 

午
後
右
腕
関
節
よ
り
血
液
採
取
し
た
。
多
分
之
に
依
り
て
血
漿
を
作
り
て
病
気
の
種
類
を
確
定

す
る
の
で
あ
ら
う
。
浣
腸
に
依
り
便
通
あ
り
。 

 

大
正
八
年
一
月
十
七
日 

今
日
午
後
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
二
三
を
口
に
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
に
渡
辺
先
生
回
診
。「
パ
ラ
チ
ブ

ス
」
の
疑
あ
る
に
付
、
午
後
食
物
は
一
切
流
動
食
を
採
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」

の
如
き
は
食
っ
て
は
不
可
と
の
こ
と
。
肺
炎
漸
く
治
っ
た
と
思
っ
た
ら
「
チ
ブ
ス
」
と
の
こ
と
。

一
難
去
っ
て
一
難
来
り
。
ふ
つ
う
な
れ
ば
大
に
悲
観
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
自
分
は
「
チ
ブ
ス
」

の
如
き
病
気
に
て
死
ぬ
と
も
思
わ
ず
、
幸
に
心
臓
は
丈
夫
で
あ
る
か
ら
別
に
そ
れ
ほ
ど
案
じ
て

も
居
な
い
。
唯
少
し
在
院
の
期
日
が
永
く
な
る
丈
で
後
で
は
反
っ
て
身
体
が
丈
夫
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
聞
い
て
る
の
で
反
っ
て
嬉
ん
だ
位
で
あ
る
。
殊
に
「
チ
ブ
ス
」
患
者
の
恢
復
期
に
は

殆
ど
不
可
制
の
食
欲
の
為
に
悩
ま
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
一
つ
自
分
の
制

欲
の
試
験
を
し
て
見
よ
う
と
の
気
も
あ
っ
た
の
で
、
家
人
共
の
青
く
な
っ
て
心
配
し
て
居
る
に

拘
ら
ず
、
自
分
は
一
向
に
平
気
で
あ
っ
た
。
本
日
よ
り
食
事
左
の
通
り 

 

朝
、
重
湯
二
合 

卵
二 

 

晝
、「
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
」
一
合 

牛
乳
一
合 

 

夕
、
重
湯
又
は
牛
乳
一
合 

「
ス
ー
プ
」
一
合 
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外
、
一
日
分 

牛
乳
一
合
、
玉
子
四
の
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」 

 

大
正
八
年
一
月
十
八
日 

今
ま
で
使
っ
て
居
っ
た
看
護
婦
余
り
勉
強
し
て
呉
れ
な
い
の
で
予
め
取
替
へ
た
い
と
思
っ
て
病

院
の
方
へ
頼
ん
で
置
い
た
と
こ
ろ
漸
く
、
代
り
が
出
来
た
の
で
今
夜
交
替
す 

今
度
の
は
二
等

看
護
婦
に
て
少
し
は
気
が
利
い
て
る
や
う
で
あ
る 

父
上
喘
息
の
為
倫
子
来
院
出
来
ぬ
由 

宅
に
て
の
御
完
了
の
喘
息
な
れ
ば
例
の
「
ア
ス
ト
ラ
」

が
能
く
利
く
筈
で
あ
り
且
つ
人
手
も
免
じ
て
あ
り
来
院
出
来
ぬ
程
の
こ
と
も
あ
る
ま
い 

少
し

怪
し
い
点
も
あ
っ
た 

 

大
正
八
年
一
月
十
九
日 

今
日
又
宅
か
ら
の
消
息
に
依
れ
ば
父
上
の
病
気
大
分
よ
き
様
な
れ
ど
未
だ
今
日
も
倫 

来
院
出

来
ぬ
と 

二
日
も
続
い
て
そ
ん
な
こ
と
有
る
べ
き
筈
な
い 

或
は
倫
自
分
が
病
気
に
や
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
ま
い
か
と
疑
念
起
っ
た 

因
て
色
々
と
質
問
の
結
果
愈
本
人
病
気
と
自
白
し
た 

浣
腸
に
依
り
便
通
あ
り 

 

大
正
八
年
一
月
二
十
日 

午
後
父
上
見
舞
に
来
る 

推
定
の
如
く
倫 

先
達
よ
り
発
熱
烈
し
く
来
た 
就
寝
中
な
の
で
来

ら
れ
ぬ
な
り
と
余
り
熱
も
高
く
さ
が
ら
な
い
の
で
若
し
や
自
分
の
病
気
は
毎
日
看
護
し
て
居
っ

た
為
「
チ
ブ
ス
」
伝
染
し
た
の
で
あ
る
ま
い
か 

一
家
で
二
人
大
黒
柱
が
ね
ら
れ
て
は
家
中
は

真
暗
な
る
上 

果
し
て
戦
費
が
続
く
や
否
や
も
疑
問
で
多
少
心
配
に
な
っ
て
来
た 

今
日
午
後

渡
辺
先
生
に
往
診
を
依
頼
す
る
手
続
き
を
す
ま
し
た
と
か 

自
然
便
通
多
量
に
有
り 

 

大
正
八
年
一
月
二
十
一
日 

午
前
回
診
の
際
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
の
量
を
問
わ
れ
た
る
に
実
際
採
取
せ
し
通
り
答
へ
し
に

夫
れ
は
多
過
ぎ
る
故
半
減
し
て
牛
乳
五
匁
卵
二
個
分
を
一
日
分
と
せ
し
と
の
話
な
り 

尤
も
前

述
量
は
予
け
書
付
を
以
て
先
生
に
他
の
食
事
と
共
に
許
し
得
た
も
の
で
あ
る 

午
後
便
通
あ
り

し
が
便
の
中
に
始
め
て
粘
液
多
量
に
あ
り 

腸
「
カ
タ
ル
」
を
始
め
た
る
と
か 

依
て
絶
食
し

て
之
を
緩
和
す
る
べ
く
命
ぜ
ら
れ
晩
に
は
僅
少
行
く
の
番
茶
を
飲
ん
で
行
く
に
止
ま
る 

頃
日

来
睡
眠
稍
不
足
の
気
味
な
り 

し
く
以
て
今
夜
睡
眠
薬
を
飲
み
し
も
効
果
な
し 

倫
は
昨
日
渡
辺
先
生
診
察
の
結
果
普
通
の
感
冒
に
止
ま
り
し
由
に
て
安
心
し
た 

 

大
正
八
年
一
月
二
十
二
日 

今
朝
も
絶
食
し
て
少
許
の
番
茶
を
採
り
し
の
み
な
り 

昼
に
は
重
湯
五
匁
、
晩
に
は
同
一
合
、

卵
一
個
を
食
す 

昨
日
ま
で
毎
日
三
十
九
度
以
上
の
熱
続
き
し
こ
と
十
六
日
に
及
び
し
も
今
日

は
何
れ
も
三
十
九
度
以
下
に
下
り
愈
熱
の
下
り
か
け
る
時
期
が
到
来
せ
し
も
の
と
思
は
る 

 大
正
八
年
一
月
二
十
三
日 

予
て
十
日
以
前
に
叢
疱
を
採
取
し
た
傷
痕
漸
く
に
治
癒
す 

朝
昼
毎
食
重
湯
一
合
、
卵
一
個
宛
、

晩
重
湯
一
合
、
卵
二
個
を
食
す 

今
日
よ
り
睡
眠
薬
を
毎
食
後
飲
む
一
寸
飲
み
に
く
き
薬
で
あ
る
が
熱
は
引
続
下
り
つ
つ
あ
り 
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大
正
八
年
一
月
二
十
四
日 

軟
便
中
量
あ
り 

昨
日
よ
り
服
用
せ
し
睡
眠
薬
は
肝
要
の
夜
間
に
は
余
り
利
か
ず
反
て
日
中
終

日
眠
く
身
体
は
だ
る
く
気
持
あ
し 

食
後
一
時
間
睡
眠
薬
を
飲
む 

臀
上
に
辱
傷
生
じ
円
座
を
作
り
て
之
を
敷
い
た
の
で
大
に
凌
ぎ
能
く
な
っ
た 

食
事
今
日
以
降
毎
食
重
湯
一
合
五
匁
、
卵
二
個
分
に
一
日
「
ス
ー
プ
」
一
合
と
す 

 大
正
八
年
一
月
二
十
五
日 

午
前
中
速
く
に
睡
眠
を
催
し
堪
え
難
く
睡
眠
薬
の
為
な
る
り
以
て
反
っ
て
心
地
あ
し 

今
日
よ
り
食
事
中
一
回
は
重
湯
と
同
量
の
葛
湯
に
代
る 

体
温
又
々
下
降
し
今
日
は
朝
六
時
の
体
温
よ
り
反
っ
て
三
時
の
体
温
の
方
低
く
な
っ
た
位
で
あ

る 

明
日
は
尚
一
層
加
工
す
る
こ
と
と
信
ず 

 

大
正
八
年
一
月
二
十
六
日 

先
日
よ
り
引
続
き
気
持
ち
の
よ
き
程
日
々
低
下
し
気
分
も
頗
る
宜
し 

四
回
の
験
温
何
れ
も
三

十
七
度
台
に
止
ま
り
し
は
始
め
て
な
り 

渡
辺
先
生
回
診
の
際
此
の
分
で
は
今
月
末
ま
で
に
は

平
熱
に
復
す
べ
し
と
の
こ
と
な
り 

 

数
日
前
よ
り
右
頸
部
に
小
な
る
腫
物
出
来
容
易
に
治
ら
ず 

漸
く
大
き
く
な
り
且
つ
疼
痛
も
増

し
て
来
り
し
を
以
て
今
日
外
科
の
回
診
を
乞
ひ
し
て
碌
々
見
も
せ
ず
湿
布
す
べ
き
と
言
ひ
捨
て

て
帰
る 

随
分
不
親
切
な
る
診
察
な
り 

 大
正
八
年
一
月
二
十
七
日 

軟
便
あ
り
不
杞
憂 

粘
液
交
じ
る
由
に
て
昼
夕
食
共
卵
を
廃
す 

倫 

頃
日
来
の
病
気
全
快
し
て
始
め
て
見
舞
に
来
る 

昼
よ
り
腸
加
答
児
（
カ
タ
ル
）
の
為
な

る
か
散
薬
一
日
三
回
飲
む
こ
と
と
な
る 

熱
は
益
低
下
し
四
回
の
験
温
と
も
何
れ
も
三
十
六
度

台
な
り 

依
っ
て
今
日
よ
り
氷
嚢
を
廃
す 

今
夜
頸
部
の
腫
物
多
少
疼
痛
を
感
ず 

 

大
正
八
年
一
月
二
十
八
日 

食
事
は
今
日
も
亦
三
食
共
卵
を
採
る
こ
と
を
止
む 

但
し
重
湯
中
に
葛
を
入
れ
て
濃
く
し
て
飲

む
こ
と
を
得
た 

頸
部
の
腫
物
益
痛
み
出
し
た
る
を
以
て 

夕
刻
外
科
の
回
診
を
乞
ひ
し
て
明

日
切
開
す
る
と
の
由
に
罨
定
を
し
た 

之
が
為
か
今
日
は
比
較
的
熱
が
高
か
っ
た 

 

大
正
八
年
一
月
二
十
九
日 

午
前
頸
部
腫
物
の
切
開
を
為
し
大
に
心
地
よ
く
な
っ
た 

昼
よ
り
水
薬
の
処
方
少
し
く
変
る 

軟
便
あ
り 

熱
も
全
く
平
常
の
如
く
な
る 

二
十
二
日
よ
り
急
に
降
り
八
日
目
の
今
日
に
な
っ

て
平
熱
に
復
し
た 

食
事
は
昼
よ
り
重
湯
又
は
葛
湯
二
合
又
は
「
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
」
一
合
牛
乳
五
匁
に
一
日
卵
黄
二

個
「
ス
ー
プ
」
一
合
に
増
加
す 

水
仙
の
花
漸
く
開
き
蘭
花
枯
れ
寂
寞
な
り 

 大
正
八
年
一
月
三
十
日 

熱
益
下
降
し
た
れ
ば
今
朝
よ
り
氷
枕
を
取
去
り
大
に
気
持
よ
く
な
っ
た 

軟
便
あ
り 

夕
方
隣

室
に
看
護
婦
長
入
院 

大
腸
加
答
児
の
由
な
り 

病
院
の
看
護
婦
は
勿
論
其
他
の
出
入
極
め
て

繁
く 

且
つ
就
寝
時
間
を
過
ぐ
る
も
尚
話
声
絶
へ
ず 

折
角
閑
静
な
り
し
室
も
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
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な
り 

水
仙
引
続
き
開
花
芳
香
室
内
に
満
つ 

此
外
「
シ
ネ
リ
ヤ
」
一
鉢
求
め
来
り 

室
内
多
少
見
彩

を
増
せ
り 

 大
正
八
年
一
月
三
十
一
日 

昨
日
来
便
通
絶
へ
ず
催
し
気
味
に
て
気
持
あ
し
か
り
し
も
今
朝
便
排
出
し
て
以
来
腹
に
含
軽
快

と
な
り
心
持
極
め
て
好
く
な
っ
た 

晩
飯
よ
り
重
湯
の
中
に
飯
粒
若
干
混
る 

体
温
の
高
低
の
有
様
全
く
常
態
に
復
し
た
る
が
如
し 

夜
に
な
り
始
め
て
電
燈
を
消
し
て
就
寝

す 

其
の
為
か
比
較
的
よ
く
睡
れ
た 

 大
正
八
年
二
月
一
日 

腹
具
合
前
日
と
同
様
に
好
く 

熱
も
亦
同
じ 

支
那
水
仙
の
花
満
開 

見
事
な
り 

 大
正
八
年
二
月
二
日 

今
朝
の
体
温
三
十
六
度
ま
で
下
り
平
生
よ
り
低
き
が
如
し 

尚
治
が
夜
に
な
り
遅
く
「
ウ
ェ
ー
ハ
ー
」
持
参
し
て
見
舞
に
来
る 

食
事
は
毎
日
店
何
時
日
の
数
を
増
し 

四
五
日
中
に
粥
食
と
な
る
由
な
り 

今
日
よ
り
卵
黄
四

個
を
食
す 

 大
正
八
年
二
月
三
日 

朝
便
通
あ
り
い
つ
も
よ
り
少
し
は
堅
け
れ
ど
不
相
変
粘
液
あ
り 

一
月
下
旬
大
連
□
朝
夷
が
中
風
を
病
み
居
る
父
の
大
霊
道
に
依
り
て
治
癒
せ
ん
こ
と
を
望
め
る

ま
ま
に
同
伴
上
京
の
途
に
就
き
し
が
本
日
午
後
病
院
に
見
舞
に
来
る 

七
年
振
り
に
久
々
の
対

面
な
る
を
以
て
互
に
膝
突
き
合
し
て
懇
談
夜
を
徹
す
べ
き
筈
な
る
が
不
幸
に
も
生
憎
か
か
る
病

院
の
中
に
在
る
者
の
如
何
と
も
す
る
こ
と
能
は
ず 

横
臥
し
た
ま
ま
談
話
を
交
え
久
し
振
り
の

こ
と
に
て
中
々
に
談
は
面
白
く
一
時
よ
り
四
時
頃
ま
で
話
し
て
帰
る 

二
十
日
頃
ま
で
滞
京
の

由
に
付
夫
れ
ま
で
に
は
退
院
自
宅
に
て
閑
談
す
る
こ
と
が
出
来
様
か
と
思
ふ 

叔
父
も
以
前
よ

り
も
進
迫
と
病
気
は
進
ん
で
行
く
や
う
な
れ
ど
未
だ
兎
に
角
近
い
と
こ
に
は
独
で
歩
行
す
る
に

は
差
支
な
き
程
度
な
り
と
か 

役
所
の
方
は
昨
日
ま
で
欠
勤
の
手
続
き
を
す
ま
し
て
置
い
た
の
で
今
日
ま
た
更
に
四
週
間
即
ち

来
月
二
日
ま
で
欠
勤
の
旨
診
断
書
を
添
付
し
て
届
出
づ 

 大
正
八
年
二
月
四
日 

朝
便
通
あ
り
昨
日
よ
り
稍
軟
か
で
あ
る 

晝
飯
は
「
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
」
を
二
合
に
増
す 

今
日
は
節
分
に
て
賄
部
屋
に
て
賄
方
の
頓
狂
な
る
声
を
出
し
て
豆
撒
す
る
の
も
聞
え
て
可
笑
し 

今
晩
よ
り
暖
房
中
止
さ
れ
多
少
寒
く
て
大
に
閉
口
し
た 

 大
正
八
年
二
月
五
日 

今
日
は
渡
辺
先
生
休
み
に
て
久
し
ぶ
り
に
て
橋
口
先
生
回
診
お
ま
じ
り
に
な
っ
て
か
ら
最
早
一

週
間
許
り
に
も
な
る
の
で
何
か
午
後
に
菓
子
で
も
食
は
し
て
貰
ひ
た
ひ
と
思
っ
て
き
き
合
し
た

と
こ
ろ
に
中
々
大
事
を
取
っ
て
許
さ
ず
強
い
て
と
云
へ
ば
「
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
の
皮
を
と
っ
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て
「
ク
リ
ー
ム
」
だ
け
位
な
れ
ば
よ
か
ら
う
と
の
こ
と
で 

余
り
馬
鹿
ら
し
け
れ
ば 

そ
れ
な

ら
ば
食
は
ず 

折
角
今
日
か
ら
「
ウ
ェ
ー
フ
ァ
ー
ス
」
で
も
食
は
う
と
思
っ
て
居
っ
た
の
で
大

に
失
望
し
た 

午
後
久
し
ぶ
り
に
て
父
上
見
舞
に
来
た
の
で
二
時
間
程
愉
快
に
世
間
話
を
か
は
す
所
が
三
時
の

験
温
突
如
三
十
七
度
に
上
り
体
温
始
め
て
変
調
を
呈
し
た 

今
朝
も
暖
房
通
ら
ず
寒
く
て
困
っ

た 

室
内
三
十
五
度 

五
六
日
前
よ
り
尿
量
減
ぜ
し
が
復
今
日
あ
た
り
ま
た
増
し
て
来
た 

 大
正
八
年
二
月
六
日 

昨
夜
よ
り
今
朝
に
か
け
て
暖
房
再
び
通
ひ
御
蔭
に
て
大
に
助
か
る 

今
朝
便
通
あ
り 

形
を
な
せ
ど
粘
液
は
例
の
如
く
在
り 

十
時
頃
江
沢
甚
一
氏
見
舞
に
来
る 

朝
食
は
重
湯
の
中
に
飯
粒
大
匙
に
十
杯
全
然
粥
同
じ 

昼
飯
の
「
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
」
も
止
め
て

朝
晩
と
同
じ
食
物
を
採
る 

午
后
に
な
っ
て
渡
辺
先
生
回
診 

昨
日
ま
で
の
食
事
問
題
始
め
て
解
決 

明
日
よ
り
粥
を
食
す

る
こ
と
と
な
り
且
つ
今
日
午
后
よ
り
初
め
て
「
ウ
ェ
ー
フ
ァ
ー
ス
」
を
食
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

早
速
二
枚
を
食
ふ 

今
朝
体
温
三
十
五
度
九
分
に
下
っ
た
の
で
此
の
分
で
は
心
配
な
し
と
思
ひ
居
り
し
に
晝
よ
り
急

に
上
が
り
出
し
終
に
三
時
の
体
温
三
十
七
度
を
突
破
し
夜
に
な
り
て
下
る
べ
き
筈
な
る
も
反
っ

て
上
り
容
態
稍
変
ず 

頃
日
来
腕
の
肉
痩
せ
た
る
為
に
験
温
器
を
挟
む
も
充
分
に
し
め
つ
け
た

る
こ
と
出
来
ず
従
っ
て
体
温
正
直
に
示
す
こ
と
難
き
憾
あ
り 

 大
正
八
年
二
月
七
日 

今
朝
体
温
少
し
も
下
ら
ず
其
の
原
因
不
明
な
り 

回
診
の
結
果
何
等
心
配
す
る
点
な
し
と
の
こ

と
に
て
先
づ
安
心 

晝
飯
よ
り
名
義
粥
と
な
り
し
為 

分
量
半
減
し
て
一
合
と
な
り
大
に
空
腹
を
感
ず 

卵
日
□
共

五
個
を
食
す 

 大
正
八
年
二
月
八
日(IM

G
_
5

5
1

8
)

か
ら
同
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
省
略 

 

大
正
八
年
三
月
二
十
二
日 

入
院
中
の
「
レ
コ
ー
ド
」
な
り 

御
前
榊
原
久
太
郎
氏
見
舞
に
来
る 

今
朝
の
尿
量
七
〇
〇
〇

瓦
蓋
し
入
院
中
の
「
レ
コ
ー
ド
」
也 

午
前
倫
子
供
三
人
連
れ
て
来
院 

十
一
時
入
浴
終
っ
て

従
来
病
室
に
て
着
用
せ
る
服
全
部
を
脱
ぎ
捨
て
宅
よ
り
持
参
の
服
に
衣
替
へ 

之
に
て
全
く
生

れ
替
り
た
る
が
如
き
心
地
し
た 

之
に
よ
り
て
始
め
て
隔
離
室
を
出
て
体
重
を
測
り
た
る
に
僅

に
九
貫
七
百
五
十
匁
し
か
な
く
最
健
康
の
時
に
比
べ
て
約
三
貫
目
の
減
量
な
り 

之
に
依
っ
て

本
月
初
旬
の
如
き
は
八
貫
位
し
か
な
か
り
し
も
の
な
る
べ
し 

午
食
後
病
院
内
を
巡
覧
し
夫
々

世
話
に
な
り
た
る
人
々
に
厚
く
礼
を
述
べ 

二
時
自
働
車
に
て
退
院 

小
供
等
及
倫
共
自
働
車

は
今
回
が
始
め
て
に
て
大
悦
び
な
り 

約
三
十
分
に
し
て
帰
宅 

久
し
ぶ
り
で
娑
婆
の
風
に
吹

か
る
る
も
中
々
に
愉
快
な
り 

帰
宅
後
暫
く
の
夕
飯
ま
で
に
皆
座
敷
に
床
を
延
べ
さ
せ
休
み
し

も
夕
飯
後
は
兎
て
も
寝
る
気
に
も
な
ら
ず 

九
時
過
ま
で
も
起
き
て
床
に
就
き
し
も
寝
床
の
変

っ
た
為
か
割
合
に
眠
ら
れ
な
か
っ
た 

在
院
七
十
四
の
間 
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大
正
八
年
十
二
月
三
十
一
日 

大
正
八
年
回
顧 

顧
れ
ば
実
に
本
年
は
我
家
に
と
り
て
無
比
の
悪
歳
で
あ
っ
た 

元
旦
の
始
に
日
記
に
も
記
し
た

通
り
昨
年
末
よ
り
し
て
家
庭
の
状
態
も
大
体
佳
く
経
済
の
方
も
物
価
騰
貴
に
連
れ
て
俸
給
も
上

り
手
当
も
付
き
殊
に
年
末
の
賞
与
は
予
想
外
に
多
く
凡
て
上
首
尾
な
る
を
悦
び
し
も
哀
れ
束
の

間 

元
旦
早
々
よ
り
流
行
性
感
冒
に
罹
り
尚
肺
炎
を
併
発
し
た
の
で
遂
に
一
月
八
日
東
京
鉄
道

病
院
に
入
院 

其
後
一
週
間
許
に
し
て
肺
炎
は
治
癒
し
た
が
熱
一
向
に
下
ら
ず
血
液
検
査
の
結

果
パ
ラ
チ
ブ
ス
と
の
診
断
を
受
け
実
に
三
十
八
回
の
誕
生
日
た
る
一
月
十
五
日
に
隔
離
室
に
移

さ
れ
知
友
渡
辺
医
学
士
の
懇
切
な
る
治
療
を
受
け 

チ
ブ
ス
と
し
て
は
順
当
に
熱
も
下
っ
て
行

っ
た
途
中
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
食
過
よ
り
腸
加
答
児
を
起
し
便
通
の
都
度
粘
液
を
排
出
し
容
易

に
平
癒
せ
ず
遂
に
一
月
二
月
も
病
蓐
に
臥
し
三
月
に
入
り
て
稍
快
方
に
向
へ
る
が
如
く
同
十
日

に
は
就
蓐
六
十
余
日
に
し
て
起
立
し
て
歩
行
し
出
し
一
同
を
驚
か
し
め
又
チ
ブ
ス
治
癒
期
に
際

す
る
不
可
制
の
食
欲
と
常
時
戦
ひ
つ
つ
首
尾
よ
く
之
に
打
勝
ち
こ
れ
に
依
り
わ
が
肉
体
及
精
神

の
健
全
な
る
証
左
を
示
し
得
た
の
は
聊
か
痛
快
で
あ
っ
た 
斯
く
て
在
院
七
十
四
日
に
し
て
再

び
我
が
家
の
人
と
し
て
在
る
こ
と
を
得
た 

こ
の
間
倫
子
の
殆
ど
寝
食
を
忘
れ
て
看
護
に
努
め

一
時
は
遂
に
同
じ
く
感
冒
に
罹
り
て
自
宅
に
病
臥
し
た
る
こ
と
な
ど
あ
り
て
我
一
家
に
と
り
て

は
実
に
未
曽
有
の
災
難
た
り
し
な
り 

併
し
幸
に
し
て
全
治
し
一
週
間
自
宅
に
あ
り
て
静
養
し

た
る
に
止
り
三
月
末
日
か
ら
登
庁
し
た 

五
月
六
日
に
は
近
親
の
人
数
人
を
招
き
て
病
気
全
快

の
祝
宴
を
催
す 

病
後
食
欲
も
盛
ん
身
体
の
恢
復
も
著
し
く 

テ
ニ
ス
も
例
の
通
り
や
っ
て
み

た
が
膝
関
節
の
具
合
が
多
少
悪
し
く
何
う
も
病
前
の
様
に
敏
活
な
る
モ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
ぬ
や
う
で
時
々
マ
ッ
チ
な
ど
へ
も
顔
を
出
し
た
が
自
分
な
が
ら
あ
き
る
る
許
り
拙
に
し

て
兎
て
も
従
来
肩
を
竝
べ
た
連
中
と
同
様
に
駆
け
廻
る
こ
と
覚
束
な
く
何
う
や
ら
落
伍
し
た
や

う
で
あ
る 

七
月
に
は
横
須
賀
に
於
て
挙
行
さ
れ
た
る
地
中
海
遠
征
艦
隊
の
凱
旋
観
覧
式
に
横

浜
よ
り
金
剛
に
。
陪
乗
し
て
式
場
に
至
り
観
覧 

捕
獲
独
潜
水
艇
も
亦
此
の
式
に
列
し
実
に
痛

快
を
極
め
た 

同
月
末
に
は
狩
谷
等
の
周
旋
に
て
ぬ
沼
津
に
行
き
海
岸
の
某
家
の
二
階
を
借
り

て
夏
休
に
小
供
共
を
遺
す
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
愈
々
出
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
菊
子

消
化
不
良
を
起
し
た
の
で
同
末
日
大
学
病
院
に
入
院
せ
し
め
た 

こ
ん
な
ヿ
で
結
局
沼
津
行
は

無
期
延
期
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
小
供
等
大
に
失
望 

八
月
末
小
供
共
を
連
れ
て
鎌
倉
に
行
き
海

水
に
浴
さ
せ
る 

大
悦
び
に
一
日
を
費
し
て
帰
宅 

漸
く
之
に
て
沼
津
行
の
中
止
の
補
を
し
て

や
っ
た 

九
月
初
に
東
京
鉄
道
病
院
外
科
に
至
り
膝
関
節
を
診
て
も
ら
っ
た
が
別
段
外
部
に
何

等
の
異
状
な
い
と
の
こ
と
な
り 

十
月
に
は
四
郎 

大
塚
信
民
氏
長
女
元
子
と
結
婚
の
式
を
挙

ぐ
る
べ
く
帰
京 

同
十
二
日
の
挙
式
夜
芝
公
園
三
縁
亭
に
於
て
披
露
の
宴
を
張
る 

同
月
半
に

再
び
鉄
道
病
院
内
科
に
て
膝
関
節
の
診
察
を
乞
ひ
し
に
同
じ
く
何
等
異
状
な
し
と
こ
こ
と
に
て

余
り
要
領
を
得
な
い 

併
し
何
う
も
具
合
は
好
く
な
い 

十
二
月
初
め
越
後
地
方
へ
出
張
し
雨

に
遭
っ
て
少
し
く
咽
喉
を
痛
め
引
続
風
邪
気
味
に
て
殆
ど
年
末
ま
で
癒
ら
な
か
っ
た 

十
三
日

に
は
忠
に
出
生 

思
ひ
通
り
男
児
に
て
結
構
な
れ
ど
同
時
に
倫
子
大
腸
加
答
児
を
お
こ
し
中
々

病
状
重
き
や
う
に
て
実
に
閉
口 

折
角
看
護
婦
を
雇
ひ
入
れ
て
も
横
着
な
奴
に
て
何
に
も
な
ら

ず 

其
の
不
注
意
よ
り
し
て
再
度
ま
で
も
赤
坊
を
氷
ら
し
か
け
た
り
し
た
の
で
一
週
間
許
り
で

返
し
て
し
ま
っ
た 

倫
子
も
発
熱
の
模
様
に
て
或
は
室
扶
斯
か
と
も
思
ひ
何
處
か
へ
入
院
さ
せ

や
う
と
ま
で
考
へ
た
が
之
も
一
週
間
許
り
で
大
体
平
癒
し
た
の
で
漸
く
愁
眉
を
開
い
た 

今
年

の
年
末
賞
与
は
病
気
欠
勤
約
三
ケ
月
に
も
及
ん
だ
の
で
甚
だ
少
く
僅
か
四
万
九
十
五
円
に
て
昨

年
よ
り
も
尠
な
か
っ
た 

冷
水
浴
は
病
後
身
体
の
稍
恢
復
す
る
を
得
て
始
め
た
が
先
達
の
風
邪

以
来
一
時
中
止
し
て
居
っ
た
の
で
再
び
年
末
に
な
っ
て
開
始
し
た 

御
用
修
の
日
に
高
等
官
五
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等
五
給
俸
の
辞
令
が
下
り
た
の
で
之
で
漸
く
一
人
前
の
高
等
官
と
な
れ
た
訳
で
あ
る 

恩
給
も

朝
鮮
在
勤
の
加
算
あ
る
為
め
此
の
八
月
よ
り
規
定
の
年
限
に
達
し
た
の
で
之
で
何
時
首
を
切
ら

れ
て
も
其
の
点
に
於
て
は
予
て
前
年
よ
り
二
割
五
分
の
手
割
あ
り
し
が
四
月
よ
り
五
分
と
な
り

し
も
物
価
の
昴
騰
日
に
日
に
甚
し
く
焼
石
に
水
に
て
殆
ど
何
ん
に
も
な
ら
ず
経
済
は
努
め
て
節

約
し
て
漸
く
に
し
て
毎
日
末
の
難
関
を
切
り
抜
け
て
あ
り 

来
年
よ
り
俸
給
の
上
っ
た
為
に
多

少
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
ら
う 


